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自
衛
隊
沖
縄
地
方
協
力
本
部
は
、
令
和
４
年
５
月
15
日
で
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
私

た
ち
は
、
自
衛
隊
沖
縄
地
方
協
力
本
部
の
前
身
で
あ
る
自
衛
隊
沖
縄
地
方
連
絡
部
が
昭
和
47
年

５
月
15
日
陸
上
自
衛
隊
那
覇
駐
屯
地
に
お
い
て
、
沖
縄
県
の
祖
国
復
帰
と
同
時
に
創
設
さ
れ
て

以
来
、
沖
縄
県
内
の
各
防
衛
協
会
、
沖
縄
県
隊
友
会
、
自
衛
隊
父
兄
会
（
現
在
の
自
衛
隊
家
族

会
）
、
沖
縄
県
自
衛
官
募
集
相
談
員
連
合
会
、
沖
縄
県
自
衛
隊
退
職
者
就
職
援
護
協
力
会
、
自

衛
隊
沖
縄
地
方
協
力
本
部
後
援
会
な
ど
の
協
力
諸
団
体
か
ら
の
力
強
い
御
支
援
に
加
え
、
県
民

の
皆
様
に
よ
る
温
か
い
励
ま
し
と
ご
支
援
を
頂
き
な
が
ら
、
隊
員
の
募
集
、
就
職
援
護
、
予
備

自
衛
官
の
管
理
、
広
報
な
ど
の
業
務
を
半
世
紀
に
わ
た
り
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
特
に
沖
縄
県

に
お
い
て
は
、
復
帰
前
の
米
軍
統
治
下
に
お
い
て
、
本
来
、
地
方
協
力
本
部
が
行
う
べ
き
募
集
、

広
報
活
動
な
ど
の
諸
業
務
を
、
隊
友
会
、
父
兄
会
及
び
自
衛
隊
協
力
会
の
皆
様
が
献
身
的
に
準

備
・
実
行
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
陸
海
空
自
衛
隊
、
地
方
連
絡
部
創
設
後
も
、
自
衛
隊
に

対
す
る
厳
し
い
声
が
多
い
中
、
親
身
に
自
衛
隊
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
歴
史
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
沖
縄
県
の
協
力
団
体
は
、
他
の
都
道
府
県
と
一
線
を
画
し
た
存
在
で
あ
り
、

深
く
感
謝
の
意
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
し
て
、
本
年
、
創
立
50
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
た
わ
け
で
あ
り
ま
す

が
、
ゼ
ロ
か
ら
、
或
い
は
マ
イ
ナ
ス
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
沖
縄
県
の
自
衛
隊
が
、
現
在

の
よ
う
に
充
実
し
た
態
勢
と
な
り
、
自
治
体
、
学
校
、
企
業
の
皆
様
を
は
じ
め
県
民
の
皆
様
と

良
好
な
関
係
が
築
け
て
い
る
と
い
う
の
は
、
地
方
協
力
本
部
、
そ
し
て
沖
縄
県
の
自
衛
隊
に
所

属
し
た
諸
先
輩
方
、
そ
し
て
現
在
所
属
す
る
隊
員
た
ち
が
地
道
な
活
動
を
続
け
、
強
い
信
念
を

も
っ
て
幾
多
の
困
難
を
粘
り
強
く
乗
り
越
え
て
き
た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
た
め
で
す
。
こ
の
歴

史
を
築
い
て
き
た
一
人
一
人
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
を
温

か
く
見
守
り
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
県
民
の
皆
様
に
も
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

沖
縄
地
方
協
力
本
部
は
、
こ
の
半
世
紀
で
９
千
６
４
６
名
の
陸
・
海
・
空
自
衛
官
を
採
用
し

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
全
国
の
自
衛
隊
で
は
３
千
名
を
超
え
る
沖
縄
県
出
身
者
が
活
躍

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
千
６
０
０
名
を
超
え
る
退
職
隊
員
の
就
職
の
援
助
を
行
い
、
そ
の
隊

員
た
ち
は
現
在
で
も
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
と
し
て
、
県
内
各
分
野
で
そ
の
能
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て

活
躍
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
は
多
く
の
方
々
の
人
生
や
将
来
に
関
わ
る
職
務

を
行
う
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
愛
情
を
も
っ
て
、
か
つ
「
地
域
の
た
め
、
隊
員
の
た
め
」
と
い

う
信
念
を
も
っ
て
募
集
、
就
職
援
護
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
参
る
所
存
で
す
。

加
え
て
、
地
方
協
力
本
部
は
、
自
衛
隊
の
中
で
も
地
域
の
皆
様
と
接
す
る
機
会
の
多
い
機
関

で
も
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
れ
ま
で
様
々
な
制
約
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
皆
様
と

接
す
る
機
会
を
増
加
さ
せ
、
皆
様
の
声
を
聞
き
、
私
た
ち
の
状
況
や
考
え
を
お
伝
え
す
る
こ
と

で
、
関
係
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
け
れ
ば
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

我
々
自
衛
隊
沖
縄
地
方
協
力
本
部
は
、
50
年
の
歴
史
の
重
み
を
し
っ
か
り
と
背
負
い
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
、
「
沖
縄
県
と
自
衛
隊
の
懸
け
橋
」
を
合
言
葉
に
「O

N
E
 
TE
AM

」
と
な
り
、
「
次

の
半
世
紀
」
の
更
な
る
発
展
と
向
上
の
た
め
職
務
を
遂
行
し
て
い
き
ま
す
。
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自
衛
隊
沖
縄
地
方
協
力
本
部
が
、
創
立
50
周
年
を
む

か
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。
50
年
前
沖
縄
県
が
祖
国
復
帰
し
た
昭
和
47
年
５

月
に
、
現
在
の
沖
縄
地
方
協
力
本
部
の
前
身
で
あ
る
沖

縄
地
方
連
絡
部
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
、
沖
縄

県
の
歴
史
的
経
緯
か
ら
自
衛
隊
に
対
す
る
厳
し
い
県
民

感
情
の
中
、
幾
多
の
困
難
を
克
服
し
つ
つ
活
動
を
続
け

現
在
で
は
多
く
の
県
民
の
理
解
と
信
頼
を
得
る
に
至
り

ま
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
、
歴
代
地
連
部
長
、
地
本
長
の
指
導
力

と
部
員
の
皆
様
が
協
力
し
、
日
夜
努
力
を
積
み
重
ね
て

き
た
賜
物
で
あ
り
、
50
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
に
心
よ
り
敬
意
を
表
す
次
第
で
す
。

皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
と
い
う
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
状

況
下
で
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
制
限
を
受
け
る
中
、
様
々
な

取
り
組
み
を
さ
れ
て
、
昨
年
度
、
自
衛
官
募
集
に
つ
き

ま
し
て
は
、
県
出
身
者
２
５
８
名
の
方
が
入
隊
を
果
た

さ
れ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
経
済
状
況
が
低
迷

し
企
業
の
人
材
採
用
が
厳
し
い
中
で
就
職
援
護
に
つ
き

ま
し
て
も
任
期
満
了
退
職
自
衛
官
５
名
定
年
退
職
自
衛

官
24
名
の
再
就
職
を
お
世
話
し
て
、
優
秀
な
人
材
を
民

間
へ
送
り
出
し
ま
し
た
。

私
ど
も
後
援
会
は
、
平
素
か
ら
防
衛
に
対
す
る
理
解

を
持
つ
有
志
が
集
い
、
沖
縄
地
方
協
力
本
部
の
業
務
を

支
援
す
る
と
と
も
に
県
民
の
防
衛
思
想
・
防
衛
意
識
の

普
及
・
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
６
年

12
月
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
以
来
、
関
係
各
位
の
ご

尽
力
と
後
援
会
会
員
の
地
道
な
努
力
に
よ
り
ま
し
て
、

会
の
活
動
も
そ
の
実
を
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
と
も
、
自
衛
隊
を
支
援
す
る
協
力
諸
団
体

と
相
互
に
協
力
し
、
県
民
の
防
衛
意
識
の
高
揚
と
隊
員

の
皆
様
が
任
務
に
専
念
で
き
る
環
境
を
醸
成
す
べ
く
、

各
種
事
業
を
積
極
的
に
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

最
後
に
、
沖
縄
地
方
協
力
本
部
の
更
な
る
ご
発
展
と
、

皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
を
記
念
し
て
、
簡
単
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

自
衛
隊
沖
縄
地
方

協
力
本
部
後
援
会

会
長

宮
田

勇
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令
和
４
年
５
月
22
日
創
立
50
周
年
記
念
防
衛
講
演
会
は
、
講
師
に
沖
縄
県
隊
友
会

石
嶺

邦
夫

名
誉
顧
問
、
番
匠

幸
一
郎

元
西
部
方
面
総
監
を
招
き
、
二
部
構
成
で

開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
陸
上
自
衛
隊
第
15
音
楽
隊
に
よ
る
記
念
演
奏
も
行
わ
れ
、
県

内
協
力
団
体
の
皆
様
、
一
般
県
民
の
皆
様
、
陸
海
空
自
衛
隊
の
隊
員
等
、
約
２
０
０

名
の
聴
衆
の
参
加
を
頂
き
心
に
残
る
記
念
講
演
と
な
っ
た
。

第
一
部
で
は
、
沖
縄
県
隊
友
会

石
嶺

邦
夫

名
誉
顧
問
に
よ
る
『
沖
縄
と
自
衛
隊

(

も
う
一
つ
の
復
帰
メ
モ
リ
ー)

』
と
題
し
て
、
戦
前
戦
後
の
幾
多
の
沖
縄
の
世
替
わ

り
、
復
帰
前
の
激
動
期
に
お
け
る
沖
縄
隊
友
会
及
び
協
力
団
体
の
創
設
・
自
衛
隊
移

駐
を
見
据
え
た
広
報
活
動
、
自
衛
隊
移
駐
後
の
様
々
な
反
自
衛
隊
事
案
（
隊
員
の
住

民
登
録
拒
否
・
ゴ
ミ
収
集
拒
否
・
自
衛
官
募
集
協
力
拒
否
等
）
の
解
決
に
尽
力
し
た

屋
良
朝
苗
初
代
沖
縄
県
知
事
、
堀
江
正
夫
西
部
方
面
総
監
、
桑
江
良
逢
第
１
混
成
団

長
、
又
吉
康
助
沖
縄
地
方
連
絡
部
長
等
の
先
達
の
苦
悩
と
戦
い
、
祖
国
復
帰
50
年
間

の
沖
縄
県
民
と
自
衛
隊
の
移
り
変
わ
り
等
、
50
有
余
年
の
沖
縄
県
民
と
自
衛
隊
と
の

「
懸
け
橋
」
と
し
て
、
石
嶺
名
誉
顧
問
以
下
諸
先
輩
方
の
築
き
上
げ
た
歴
史
に
つ
い

て
語
っ
た
。

第
二
部
で
は
、
番
匠

幸
一
郎

元
西
部
方
面
総
監
に
よ
る
『
日
本
を
取
り
巻
く
戦

略
環
境
と
こ
れ
か
ら
の
安
全
保
障
』
と
題
し
て
、
沖
縄
の
祖
国
復
帰
か
ら
50
年
・
冷

戦
終
結
か
ら
30
年
の
「
国
際
安
全
保
障
環
境
の
変
化
と
日
本
の
戦
略
的
位
置
づ
け
」

現
在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
経
緯
・
現
状
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
我
が
国
を

取
り
巻
く
戦
略
環
境
へ
の
問
題
認
識
と
し
て
、
中
国
の
動
向
・
朝
鮮
半
島
の
動
向
・

米
国
の
動
向
と
安
全
保
障
戦
略
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
安
全
保
障
で
は
、

沖
縄
（
南
西
諸
島
）
は
世
界
で
最
も
重
要
な
地
域
で
あ
る
と
し
て
、
日
本
列
島
の
防

衛
態
勢
の
強
化
、
南
西
諸
島
に
お
け
る
平
素
か
ら
の
部
隊
配
置
、
機
動
展
開
能
力
の

向
上
、
水
陸
機
動
団
の
創
設
等
の
重
要
性
、
南
西
地
域
・
尖
閣
諸
島
の
防
衛
の
た
め
、

「
県
民
の
皆
様
の
ご
支
援
」
と
「
正
義
の
た
め
に
自
分
の
国
を
命
が
け
で
守
る
気

概
」
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
力
強
く
語
っ
た
。

令
和
４
年
５
月
29
日
に
実
施
さ
れ
た
、
創
立
50

周
年
祝
賀
行
事
に
は
、
島
尻

安
伊
子

衆
議
院
議

員
、
國
場

幸
之
助

衆
議
院
議
員
、
宮
崎

政
久

衆
議
院
議
員
、
照
屋

義
実

沖
縄
県
副
知
事
、
古

謝

景
春

南
城
市
長
を
始
め
多
数
の
市
町
村
長
、

花
城

大
輔

沖
縄
県
議
会
防
衛
議
員
連
盟
会
長
を

始
め
多
数
の
県
市
町
村
議
会
防
衛
議
員
連
盟
の
皆

様
、
國
場

幸
一

沖
縄
県
防
衛
協
会
会
長
を
始
め

各
協
力
団
体
の
皆
様
、
谷
嶋

正
仁

航
空
自
衛
隊

南
西
航
空
方
面
隊
司
令
官
を
始
め
在
沖
陸
海
空
自

衛
隊
部
隊
長
の
皆
様
、
遠
く
は
宮
古
島
、
石
垣
島

及
び
与
那
国
島
の
協
力
者
の
皆
様
、
沖
縄
県
内
外

か
ら
約
３
０
０
名
の
方
々
の
ご
臨
席
を
賜
り
盛
大

に
開
催
し
た
。

本
祝
賀
行
事
に
お
い
て
は
各
種
感
染
症
対
策
の

も
と
開
催
さ
れ
、
50
年
間
の
沖
縄
地
方
協
力
本
部
、

陸
海
空
自
衛
隊
及
び
各
協
力
団
体
の
状
況
を
映
像

で
振
り
返
る
と
と
も
に
坂
田
本
部
長
か
ら
地
本
活

動
報
告
を
行
い
、
祝
賀
行
事
を
終
了
し
た
。
ま
た
、

本
祝
賀
行
事
に
先
立
ち
、
沖
縄
地
方
協
力
本
部
の

活
動
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
坂
田
本
部
長
よ
り
感

謝
状
贈
呈
を
行
っ
た
。

自
衛
隊
沖
縄
地
方
協
力
本
部
創
立
50
周
年
記
念
行
事

創
立
50
周
年
記
念
防
衛
講
演
会

沖縄県隊友会名誉顧問 石嶺 邦夫 氏

元西部方面総監 番匠 幸一郎 氏

坂田本部長による地本活動報告

第１５音楽隊による演奏

感謝状贈呈式



号外（３） うちな～地本だより 令和４年５月号

沖
縄
祖
国
復
帰
／
自
衛
隊
沖
縄

配
備
50
周
年
記
念
切
手
紹
介

沖
縄
祖
国
復
帰
／
自
衛
隊
沖
縄
配
備
50
周
年
記
念
切
手
は
、
昭
和
47
年

５
月
15
日
に
沖
縄
県
が
日
本
に
復
帰
す
る
と
同
時
に
配
備
さ
れ
た
陸
・

海
・
空
自
衛
隊
が
県
民
と
共
に
歩
ん
だ
半
世
紀
の
歴
史
を
記
念
し
、
日
本

郵
便
、
在
沖
陸
海
空
自
衛
隊
（
陸
自
第
15
旅
団
、
海
自
第
５
航
空
群
、
海

自
沖
縄
基
地
隊
、
空
自
南
西
航
空
方
面
隊
、
宮
古
島
駐
屯
地
及
び
与
那
国

駐
屯
地
）
の
協
力
を
得
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。
５
月
13
日
航
空
自
衛
隊

那
覇
基
地
に
お
い
て
、
日
本
郵
政
関
係
者
、
陸
海
空
自
衛
隊
各
部
隊
長
及

び
各
協
力
団
体
会
長
等
の
参
加
を
頂
き
、
沖
縄
祖
国
復
帰
／
自
衛
隊
沖
縄

配
備
50
周
年
記
念
切
手
贈
呈
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

贈
呈
式
で
、
在
沖
自
衛
隊
を
代
表
し
て
南
西
航
空
方
面
隊
司
令
官

谷

嶋
空
将
か
ら
、
『
５
月
15
日
、
沖
縄
県
は
祖
国
復
帰
50
年
目
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
50
年
を
振
り
返
る
に
は
、
そ
の
前
に
日
米
双
方
合
わ
せ

て
20
万
人
余
、
県
民
の
４
人
に
１
人
が
亡
く
な
ら
れ
、
焼
け
野
原
と
な
っ

た
地
上
戦
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
27
年
間
の
長
期
に
及
ぶ
米
軍
統
治
が

あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
地
域
の
防
衛
を
担
う
我
々
は
、
し
っ
か
り
と
理
解

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
承
知
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
50
年
は
、
我
々
、
陸
海
空
自
衛
隊
が
沖
縄
県
に
配
備
さ
れ
、

沖
縄
の
皆
様
と
共
に
歩
ん
だ
半
世
紀
で
も
あ
り
ま
す
。
配
備
当
時
は
、
先

の
沖
縄
戦
の
経
験
か
ら
厳
し
い
反
自
衛
隊
運
動
も
あ
り
ま
し
た
が
、
不
発

弾
処
理
、
遺
骨
収
集
支
援
、
離
島
患
者
の
緊
急
輸
送
、
そ
し
て
災
害
派
遣

等
の
地
域
へ
の
貢
献
活
動
、
並
び
に
対
領
空
侵
犯
措
置
や
海
上
で
の
警
戒

監
視
任
務
等
、
日
本
の
平
和
と
独
立
、
国
民
の
皆
様
の
安
心
、
安
全
を
守

る
た
め
の
各
種
任
務
を
粛
々
と
実
施
し
て
き
た
諸
先
輩
方
そ
し
て
現
隊
員

の
努
力
と
、
本
日
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
各
協
力
団
体
の
皆
様
を
は

じ
め
と
す
る
配
備
当
初
か
ら
の
自
衛
隊
支
援
者
の
皆
様
の
ご
尽
力
の
お
陰

で
、
現
在
は
、
多
く
の
県
民
の
方
に
ご
理
解
と
ご
支
持
を
頂
く
こ
と
が
で

き
て
い
る
と
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
様
な
認
識
の
下
、
本
切
手
シ
ー
ト
を
拝
見
さ
せ
て
頂
き
ま
す
と
陸

海
空
自
衛
隊
が
沖
縄
配
備
さ
れ
た
当
時
の
歴
史
的
価
値
の
あ
る
写
真
、
先

ほ
ど
触
れ
た
不
発
弾
処
理
や
緊
急
患
者
空
輸
等
の
沖
縄
県
の
皆
様
の
日
々

の
安
全
を
守
る
た
め
の
活
動
、
そ
し
て
我
が
国
の
領
域
を
守
る
艦
艇
や
航

空
機
等
の
装
備
品
や
南
西
地
域
の
防
衛
体
制
強
化
の
た
め
に
新
編
さ
れ
た

部
隊
の
写
真
ま
で
幅
広
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
沖
縄
に
配
備
さ
れ
て

い
る
陸
海
空
自
衛
隊
の
こ
れ
ま
で
の
半
世
紀
に
わ
た
る
活
動
が
県
民
の
皆

様
に
分
か
り
易
く
伝
わ
る
、
素
晴
ら
し
い
切
手
シ
ー
ト
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。本

切
手
シ
ー
ト
を
通
じ
て
県
民
の
皆
様
に
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
頂
く
と
と
も
に
日
本
の
安
全
保
障
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

我
々
は
こ
れ
か
ら
も
自
衛
隊
の
活
動
に
対
し
て
沖
縄
の
皆
様
か
ら
ご
理
解

と
ご
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
真
摯
に
任
務
完
遂
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
』
と
50
年
の
歴
史
の
重
み
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
式
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

昭
和
47
年
５
月
15
日

沖
縄
地
方
連
絡
部
編
成
完
結

10
月
４
日

桑
江
初
代
第
１
混
成
群
長
沖
縄
到
着

10
月
５
日

那
覇
駐
屯
地
開
設

12
月
６
日

緊
急
患
者
空
輸
１
回
目
（
粟
国
村
）

昭
和
48
年
10
月
16
日

第
１
混
成
団
編
成
完
結

沖
縄
航
空
隊
（
那
覇
）
新
編

沖
縄
基
地
隊
（
勝
連
）
新
編

南
西
航
空
混
成
団
新
編

昭
和
49
年
６
月
19
日

不
発
弾
処
理
１
回
目(

与
那
原
町
）

昭
和
56
年
７
月
15
日

第
５
航
空
群
（
那
覇
）
新
編

昭
和
60
年
11
月
２
日

Ｆ―

４
戦
闘
機
配
備

平
成
２
年
７
月
11
日

哨
戒
機
Ｐ―

３
Ｃ
配
備

平
成
12
年
７
月
20
～
24
日九

州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
支
援

平
成
18
年
７
月
31
日

自
衛
隊
沖
縄
地
方
協
力
本
部
へ
改
編

平
成
21
年
１
月
８
日

Ｆ―

15
戦
闘
機
配
備

平
成
22
年
３
月
26
日

第
１
混
成
団
か
ら
第
15
旅
団
へ
改
編

平
成
28
年
３
月
28
日

与
那
国
駐
屯
地
開
設

平
成
29
年
７
月
１
日

南
西
航
空
混
成
団
か
ら

南
西
航
空
方
面
隊
へ
改
編

平
成
31
年
３
月
26
日

宮
古
島
駐
屯
地
開
設

在
沖
自
衛
隊
50
年
の
歩
み

在
沖
自
衛
隊
の
活
動

不
発
弾
処
理
（
第
15
旅
団
）

３
万
８
千
８
１
３
回

不
発
弾
処
理
（
沖
縄
基
地
隊
）

９
６
３
回

緊
急
患
者
空
輸

９
千
９
５
９
回

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
対
処

７
千
５
５
２
回

（
令
和
３
年
12
月
31
日
時
点
）

右から、沖縄基地司令 森下１等海佐、沖縄地本部長 坂田陸将補、
第５航空群司令 降旗海将補、第１５旅団副旅団長 杉村１等陸佐、
南西航空方面隊司令官 谷嶋空将、日本郵便株式会社沖縄支社長
久田氏、沖縄支社経営管理副本部長 諸見里氏、主幹統括局長宮平
郵便局長 伊志嶺氏、那覇西部会長泊郵便局長 神里氏、那覇西部
会副部会長美栄橋郵便局長 奥平氏



号外（４）うちな～地本だより令和４年５月号

写真で振り返る自衛隊沖縄地方協力本部５０年の沿革

昭和47年 祖国復帰

昭和47年 石垣・平良出張所編成
名護募集事務所編成

昭和47年 那覇駐屯地から鏡原へ移転

昭和48年 コザ分駐所編成
昭和49年 コザ分駐所→

沖縄分駐所へ改名
那覇分駐所編成

昭和50年 沖縄募集案内所開設
昭和51年 援護課開設

平成18年 地方連絡部から
地方協力本部へ改名

平成19年 防衛省格上げ
平成20年 本部長職を

陸将補へ格上げ

昭和47年 沖縄地方連絡部編成式

沖縄と地本の関係
は祖国復帰と同時
に始まったよ

平成４年 島尻分駐所開設
平成６年 後援会発足
平成12年 沖縄地域援護センター設立

昭和５５年 鏡原から前島へ移転

平成１４年 現庁舎へ移転
令和４年５月１５日 創立５０周年

「沖縄県と自衛隊の懸け橋」

①②

③

④

⑤

⑥

沖縄地本公式キャラクター
くくる君



号外（５） うちな～地本だより 令和４年５月号

自衛隊沖縄地方協力本部５０年の活動

平成９年 採用試験

令和４年 部隊研修令和４年 体験喫食

平成11年 ヘリ体験搭乗

沖縄地本から、これまで
約１万人の県出身者が自
衛官として入隊したよ。

毎年約２００名が
沖縄から自衛隊に
入隊しているよ。
女性自衛官も
増えてきたよ。

昭和61年 入隊者見送り

平成４年 入隊予定者激励会

令和３年 採用予定者激励会

昭和63年 艦艇広報

昭和56年 入隊者見送り



号外（６）うちな～地本だより令和４年５月号

初
代
部
長

又
吉

康
助

昭
和
47
年
５
月

～

昭
和
50
年
７
月

第
二
代
部
長

松
原

輝
男

昭
和
50
年
７
月

～

昭
和
52
年
７
月

第
三
代
部
長

鈴
木

七
郎

昭
和
52
年
７
月

～

昭
和
54
年
８
月

第
四
代
部

時
津

勇

昭
和
54
年
８
月

～

昭
和
56
年
８
月

第
五
代
部
長

谷
脇

憲
司

昭
和
56
年
８
月

～

昭
和
58
年
８
月

第
六
代
部
長

人
見

五
郎

昭
和
58
年
８
月

～

昭
和
61
年
３
月

第
七
代
部
長

松
坂

タ
カ
シ

昭
和
61
年
３
月

～

昭
和
63
年
３
月

第
八
代
部
長

菊
池

勝
男

昭
和
63
年
３
月

～

平
成
２
年
３
月

第
九
代
部
長

内
藤

幸
雄

平
成
２
年
３
月

～

平
成
３
年
７
月

第
一
〇
代
部
長

山
本

勝

平
成
３
年
７
月

～

平
成
５
年
７
月

第
一
一
代
部
長

井
本

敏
夫

平
成
５
年
７
月

～

平
成
７
年
３
月

第
一
二
代
部
長

原

允
宏

平
成
７
年
３
月

～

平
成
９
年
３
月

第
一
三
代
部
長

濱
田

豊
克

平
成
９
年
３
月

～

平
成
10
年
12
月

第
一
四
代
部
長

行
徳

浩
志

平
成
10
年
12
月

～

平
成
13
年
３
月

第
一
五
代
部
長

上
村

邁

平
成
13
年
３
月

～

平
成
15
年
３
月

第
一
六
代
部
長

岩
切

厚

平
成
15
年
３
月

～

平
成
16
年
12
月

第
一
七
代
部
長

小
川

祥
一

平
成
16
年
12
月

～

平
成
17
年
12
月

第
一
八
代
部
長
・
初
代
本
部
長

友
部

薫

平
成
17
年
12
月

～

平
成
19
年
３
月

第
二
代
本
部
長

末
永

典
良

平
成
19
年
３
月

～

平
成
21
年
３
月

第
三
代
本
部
長

山
下

裕
貴

平
成
21
年
３
月

～

平
成
22
年
７
月

第
四
代
本
部
長

上
尾

秀
樹

平
成
22
年
７
月

～

平
成
24
年
７
月

第
五
代
本
部
長

本
松

敬
史

平
成
24
年
７
月

～

平
成
26
年
８
月

第
六
代
本
部
長

山
根

寿
一

平
成
26
年
８
月

～

平
成
28
年
７
月

第
七
代
本
部
長

井
土
川

一
友

平
成
28
年
７
月

～

平
成
30
年
３
月

第
八
代
本
部
長

松
永

浩
二

平
成
30
年
３
月

～

令
和
２
年
８
月

第
九
代
本
部
長

坂
田

裕
樹

令
和
２
年
８
月

～

歴
代
部
長
・
本
部
長
年
表

募集課
〇募集班
〇計画班
〇広報室
〇名護地域事務所
〇沖縄募集案内所
〇那覇分駐所
〇島尻分駐所

副本部長

最先任准曹

総務課
〇総務班
〇企画・渉外班
〇管理班
〇会計班
〇人事班

援護課
〇計画班
〇予備自衛官班
〇沖縄地域

援護センター

宮古島出張所
石垣出張所

〇連絡班
〇渉外班

本部長

毎週金曜日20時
ＦＭ２１外で
ラジオ放送中！
聞いてね！

令和４年 広報ラジオ
平成31年 美ら島レスキュー

令和２年 防災教育

各ＳＮＳ等で広報活動中！見てね！

Home page Facebook Twitter Instagram YouTube


